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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する塵埃除去ユニッ
トと、塵埃を捕捉するフイルターを備えると共に、上流側に吸気口を、下流側に排出口を
それぞれ有する塵埃回収ユニットと、前記塵埃回収ユニットの前記排出口に連通すると共
に吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニットは、駆動手段で回転
駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と、該回転清
掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダストケースと、前記回転
清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体とを有し、前記塵埃除去ユニットが所定の位置ま
で移動したときに、前記ダストケース内部と前記吸気口とが連通するようにした空気調和
機用清掃装置。
【請求項２】
　空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する塵埃除去ユニッ
トと、吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニットは、駆動手段で
回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と、該回
転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダストケースと、前記
回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体と、塵埃を捕捉するフイルターを内蔵し、上
流側に前記ダストケースと連通する吸気口を、下流側に排出口をそれぞれ有する塵埃回収
ユニットとを有し、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに、前記排出口
が前記吸引ユニットと連通するようにした空気調和機用清掃装置。
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【請求項３】
　空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する塵埃除去ユニッ
トと、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに前記塵埃除去ユニットと連
通する吸引通路ユニットと、塵埃を捕捉するフイルターを備えると共に、上流側が前記吸
引通路ユニットと連通し、下流側に排出口を有する塵埃回収ユニットと、前記排出口に連
通すると共に吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニットは、駆動
手段で回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と
、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダストケースと
、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体とを有する空気調和機用清掃装置。
【請求項４】
　塵埃除去ユニットのエアフイルターに対向する面に、回転清掃体が臨む開口部を設け、
吸引ユニットの動作時に、前記開口部を閉鎖するようにした請求項１～３のいずれか1項
に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項５】
　塵埃除去ユニット内に、堆積した塵埃を掻き出す塵埃掻き出し手段を設けた請求項１～
４のいずれか1項に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項６】
　塵埃回収ユニットを着脱自在に設けた請求項１～５のいずれか1項に記載の空気調和機
用清掃装置。
【請求項７】
　塵埃除去ユニットを着脱自在に設けた請求項１～６のいずれか１項に記載の空気調和機
用清掃装置。
【請求項８】
　回転清掃体を、軸体とブラシ状部材で構成し、前記ブラシ状部材に、摺動性に優れた材
料をコーティングした請求項１～７のいずれか１項に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項９】
　ダストケースの内壁に、摺動性に優れた材料をコーティングした請求項１～８のいずれ
か１項に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項１０】
　除塵体の先端を、回転清掃体に食い込むように櫛刃状に形成して、前記回転清掃体より
塵埃を除去するようにし、吸引ユニットを動作させる際に、前記回転清掃体を逆転させる
ようにした請求項１～９のいずれか１項に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項１１】
　フイルターとして使い捨ての紙パックを用いた請求項１～１０のいずれか１項に記載の
空気調和機用清掃装置。
【請求項１２】
　熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含まれる塵埃を捕獲するエ
アフイルターと、請求項１～１１のいずれか1項に記載の空気調和機用清掃装置を備えた
空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に取り付けられたエアフィルターの清掃を行う空気調和機用清掃
装置と、それを用いた空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の空気調和機用清掃装置として、図１３に示すようなものがあった（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１３は、上記特許文献１に記載された従来の空気調和機用清掃装置の斜視図である。
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【０００４】
　図１３において、従来の空気調和機用清掃装置１は、塵埃吸引用の吸引孔２を設けた吸
引ノズル３と、可撓性に優れた吸引ダクト４を介して吸引ノズル３に連結された吸引装置
５と、吸引装置５の排出側に接続されると共に室外と連通する排気ダクト６と、吸引ノズ
ル３を空気調和機のエアーフィルター７の上流側表面に沿って左右に移動させる駆動手段
８を備え、吸引ノズル３を、エアーフィルター７の上流側表面に沿って、例えば、右端か
ら左側に駆動手段８で移動させながら、吸引装置５を運転することで、エアフィルター７
上に堆積した塵埃を吸引孔２から吸引すると共に、その吸引した塵埃を、排気ダクト６を
通して室外に排出するようにしたものである。
【０００５】
　上記従来の空気調和機用清掃装置１は、吸引装置５を適宜運転するだけで、エアーフィ
ルター７上に堆積した塵埃が吸引されると共に室外に排出されるので、塵埃を別途回収し
て捨てるなどの手間がかからず、使用勝手の良いものである。
【０００６】
　しかしながら、空気調和機のエアーフィルターの場合、空気調和機の冷房運転時に発生
する凝縮水による湿気などにより、エアーフィルターの表面に塵埃がこびりつくように堆
積するため、上記従来の空気調和機用清掃装置１の吸引装置５の吸引力だけでは確実に塵
埃を取りきれないという問題があり、また、塵埃が取れ易いように、吸引力を高めるため
に吸引ノズル３に設けた吸引孔２を狭めると、広いエアーフィルター７の全面を清掃する
のに時間がかったり、また、同じように吸引力を高めようとすると大型の吸引装置５が必
要になり、高価になるという問題があった。
【０００７】
　これを解決する方法として、外周長手方向にブラシ状の清掃体を植毛した回転清掃体で
空気調和機のエアフィルターの表面に付着した塵埃を矯正的に除去するようにした空気調
和機用清掃装置がある（例えば、特許文献２参照）。
【０００８】
　図１４は、上記特許文献２に記載された従来の空気調和機用清掃装置を搭載した空気調
和機本体の断面図である。
【０００９】
　図１４において、空気調和機本体１０は、熱交換器１１と、室内の空気を取り入れる吸
込口１２と、前記熱交換器１１と前記吸込口１２の間に設けられたベルト状のエアフィル
ター１３と、このエアフィルター１３を張設した駆動軸１５および従動軸１６と、前記駆
動軸１５を回転駆動するサーボモーター１４と、前記エアフィルター１３で捕集された塵
埃を除去する空気調和機用清掃装置１７と、前記吸込口１２から室内の空気を吸引し、熱
交換器１１を通して吹き出し口１８から、熱交換された空気を室内に吹き出すファン１９
を備えている。
【００１０】
　空気調和機用清掃装置１７は、ロータ２０ａとそのロータ２０ａの外周の長手方向に植
毛されたブラシ状の清掃体２０ｂからなる回転清掃体２０と、前記回転清掃体２０を回転
駆動する駆動手段（図示せず）と、前記吸込口１２と連通すると共に前記回転清掃体２０
を内設し排出口２１を有する排気管２２と、前記排気管２２内に設けられた塵埃排出用フ
ァン２３から構成されている。
【００１１】
　上記のように構成された従来の空気調和機用清掃装置及び空気調和機の動作、作用は以
下の通りである。
【００１２】
　空気調和機機本体１０を、例えば、冷房運転すると、ファン１９により室内の空気が吸
込口１２から流入し、エアフィルター１３を通って熱交換器１１に至り、そこで冷却され
、冷たい空気が吹き出し口１８から室内に吹き出される。吸引される室内の空気に含まれ
た塵埃は、前記エアフィルター１３で捕集され、エアフィルター１３の表面に堆積する。
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エアフィルター１３の表面に塵埃が堆積してくると、空気の通気圧損が増加し、熱交換効
率が低下してくるので、定期的に或いは、必要に応じて、エアフィルター１３上の塵埃の
除去運転が必要となる。
【００１３】
　塵埃の除去運転は、サーボモーター１４を運転して駆動軸１５を回転させてベルト状の
エアフィルター１３を連続的に移動させながら、その間に回転清掃体２０を回転させると
共に塵埃排出用ファン２３を運転するもので、これによりエアフィルター１３上の塵埃が
、回転清掃体２０の清掃体２０ｂで掻き取られ、掻き取られた塵埃は、塵埃排出用ファン
２３により吸引され、排出口２１より室外に排出されるようになっている。
【特許文献１】特開２００５－１４０４０５
【特許文献２】特開平６－７４５２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、上記特許文献２に記載された従来の空気調和機用清掃装置の構成では、
回転清掃体２０の清掃体２０ｂについた塵埃が、エアフィルター１３に容易に再付着する
ため塵埃の掻き取り性能が悪く、又、エアフィルター１３の全面を清掃する間、塵埃排出
用ファン２３が高速で回転し続けるので、騒音が大きいという課題が有った。さらに、塵
埃を、排出口２１から直接屋外に排出するようにしているため、屋外の空気が塵埃で汚染
され、非衛生的であった。
【００１５】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、エアフィルターからの塵埃の掻き取り性
能に優れ、しかも塵埃の廃棄作業が容易で、衛生的で、さらに低騒音の空気調和機用清掃
装置と、空気調和機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機用清掃装置は、空気調和機に内
蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する塵埃除去ユニットと、塵埃を捕捉
するフイルターを備えると共に、上流側に吸気口を、下流側に排出口をそれぞれ有する塵
埃回収ユニットと、前記塵埃回収ユニットの前記排出口に連通すると共に吸引風を発生さ
せる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニットは、駆動手段で回転駆動されると共に
前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と、該回転清掃体が設置され、
該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダストケースと、前記回転清掃体に付着した
塵埃を除去する除塵体とを有し、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに
、前記ダストケース内部と前記吸気口とが連通するようにしたもので、エアフイルターに
付着した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取られながらダストケース内に堆積していくと
共に、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに、吸引ユニットを動作させ
ると、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引風により瞬時に塵埃回収ユニット内に移動
し、その塵埃回収ユニットを取り外して塵埃を周囲に撒き散らすことなくしかも簡単に廃
棄することが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生的である。
【００１７】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００１８】
　又、本発明の空気調和機用清掃装置は、空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流
側表面に沿って移動する塵埃除去ユニットと、吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え
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、前記塵埃除去ユニットは、駆動手段で回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着
した塵埃を掻き取る回転清掃体と、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られ
た塵埃を収納するダストケースと、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体と、
塵埃を捕捉するフイルターを内蔵し、上流側に前記ダストケースと連通する吸気口を、下
流側に排出口をそれぞれ有する塵埃回収ユニットとを有し、前記塵埃除去ユニットが所定
の位置まで移動したときに、前記排出口が前記吸引ユニットと連通するようにしたもので
、エアフイルターに付着した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取られながらダストケース
内に堆積していくと共に、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに、吸引
ユニットを動作させると、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引風により瞬時に塵埃回
収ユニット内に移動し、その塵埃回収ユニットを取り外して塵埃を周囲に撒き散らすこと
なくしかも簡単に廃棄することが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生的である
。
【００１９】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００２０】
　また、本発明の空気調和機用清掃装置は、空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上
流側表面に沿って移動する塵埃除去ユニットと、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで
移動したときに前記塵埃除去ユニットと連通する吸引通路ユニットと、塵埃を捕捉するフ
イルターを備えると共に、上流側が前記吸引通路ユニットと連通し、下流側に排出口を有
する塵埃回収ユニットと、前記排出口に連通すると共に吸引風を発生させる吸引ユニット
とを備え、前記塵埃除去ユニットは、駆動手段で回転駆動されると共に前記エアフイルタ
ーに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻
き取られた塵埃を収納するダストケースと、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除
塵体とを有するもので、エアフイルターに付着した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取ら
れながらダストケース内に堆積していくと共に、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで
移動したときに、吸引ユニットを動作させると、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引
風により、吸引通路ユニットを経て、瞬時に塵埃回収ユニット内に移動し、その塵埃回収
ユニットを取り外すことにより、塵埃を周囲に撒き散らすことなくしかも簡単に廃棄する
ことが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生的である。
【００２１】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００２２】
　又、本発明の空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気
に含まれる塵埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～１３のいずれか1項に記載の空
気調和機用清掃装置を備えたもので、塵埃掻き取り性能に優れ、小型、低騒音で、しかも
メンテナンスが容易な空気調和機用清掃装置を用いることにより、エアフイルターを常に
きれいに保つことが出来るので、空調性能に優れ、しかもメンテナンスの容易な空気調和
機を提供することが出来る。
【発明の効果】
【００２３】
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　本発明の空気調和機用清掃装置及び空気調和機は、塵埃の掻き取り性能に優れ、小型で
、衛生的で、低騒音で、しかも塵埃廃棄頻度が少なくメンテナンスが容易である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　第１の発明は、空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する
塵埃除去ユニットと、塵埃を捕捉するフイルターを備えると共に、上流側に吸気口を、下
流側に排出口をそれぞれ有する塵埃回収ユニットと、前記塵埃回収ユニットの前記排出口
に連通すると共に吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニットは、
駆動手段で回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃
体と、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダストケー
スと、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体とを有し、前記塵埃除去ユニット
が所定の位置まで移動したときに、前記ダストケース内部と前記吸気口とが連通するよう
にしたもので、エアフイルターに付着した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取られながら
ダストケース内に堆積していくと共に、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動した
ときに、吸引ユニットを動作させると、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引風により
瞬時に塵埃回収ユニット内に移動し、その塵埃回収ユニットを取り外して塵埃を周囲に撒
き散らすことなくしかも簡単に廃棄することが出来るので、メンテナンスが容易でしかも
衛生的である。
【００２５】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００２６】
　第２の発明は、空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する
塵埃除去ユニットと、吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユニット
は、駆動手段で回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回転
清掃体と、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納するダスト
ケースと、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体と、塵埃を捕捉するフイルタ
ーを内蔵し、上流側に前記ダストケースと連通する吸気口を、下流側に排出口をそれぞれ
有する塵埃回収ユニットとを有し、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したとき
に、前記排出口が前記吸引ユニットと連通するようにしたもので、エアフイルターに付着
した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取られながらダストケース内に堆積していくと共に
、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに、吸引ユニットを動作させると
、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引風により瞬時に塵埃回収ユニット内に移動し、
その塵埃回収ユニットを取り外して塵埃を周囲に撒き散らすことなくしかも簡単に廃棄す
ることが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生的である。
【００２７】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００２８】
　第３の発明は、空気調和機に内蔵されたエアフイルターの上流側表面に沿って移動する
塵埃除去ユニットと、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに前記塵埃除
去ユニットと連通する吸引通路ユニットと、塵埃を捕捉するフイルターを備えると共に、
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上流側が前記吸引通路ユニットと連通し、下流側に排出口を有する塵埃回収ユニットと、
前記排出口に連通すると共に吸引風を発生させる吸引ユニットとを備え、前記塵埃除去ユ
ニットは、駆動手段で回転駆動されると共に前記エアフイルターに付着した塵埃を掻き取
る回転清掃体と、該回転清掃体が設置され、該回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納する
ダストケースと、前記回転清掃体に付着した塵埃を除去する除塵体とを有するもので、エ
アフイルターに付着した塵埃は、回転清掃体で確実に掻き取られながらダストケース内に
堆積していくと共に、前記塵埃除去ユニットが所定の位置まで移動したときに、吸引ユニ
ットを動作させると、ダストケース内に堆積した塵埃が、吸引風により、吸引通路ユニッ
トを経て、瞬時に塵埃回収ユニット内に移動し、その塵埃回収ユニットを取り外すことに
より、塵埃を周囲に撒き散らすことなくしかも簡単に廃棄することが出来るので、メンテ
ナンスが容易でしかも衛生的である。
【００２９】
　また、除塵体により回転清掃体に付着した塵埃が除去されるので、回転清掃体に付着し
た塵埃がエアフイルターに再付着することが無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが
出来る。又、吸引ユニットは、ダストケース内の塵埃を塵埃回収ユニットに移動させると
きだけ運転するので、全体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃回収ユニット
に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するようにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さら
に使用勝手が向上するものである。
【００３０】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか一つの発明の塵埃除去ユニットのエアフイル
ターに対向する面に、回転清掃体が臨む開口部を設け、吸引ユニットの動作時に、前記開
口部を閉鎖するようにしたもので、吸引ユニットの動作時に、広く開口した開口部を閉鎖
することにより、内部の負圧が高まり、吸引力が強くなるので、各部の隙間などから流入
する外気で一気に塵埃を塵埃回収ユニットに移送する事が出来る。
【００３１】
　第５の発明は、特に、第１～４のいずれか一つの発明の塵埃除去ユニット内に、堆積し
た塵埃を掻き出す塵埃掻き出し手段を設けたもので、塵埃除去ユニット内の塵埃が湿気な
どで固まったりして吸引ユニットによる吸引力だけでは塵埃の移動が困難な場合、塵埃を
、予め塵埃掻き出し手段で吸引ユニット側に掻き出しておくか、或いは、吸引ユニットの
動作時に掻き出すようにすれば、あとは、吸引ユニットによる吸引力で確実に塵埃を、塵
埃回収ユニットに移送する事が出来る。
【００３２】
　第６の発明は、特に、第１～５のいずれか一つの発明の塵埃回収ユニットを着脱自在に
設けたもので、塵埃回収ユニット内の塵埃の廃棄作業が一層容易になるものである。
【００３３】
　第７の発明は、特に、第１～６のいずれか一つの発明の塵埃除去ユニットを着脱自在に
設けたもので、ダストケース内や、回転清掃体の清掃などのメンテナンスが容易になる。
【００３４】
　第８の発明は、特に、第１～7のいずれか一つの発明の回転清掃体を、軸体とブラシ状
部材で構成し、前記ブラシ状部材に、摺動性に優れた材料をコーティングしたもので、ブ
ラシ状部材から塵埃が容易に離れるようになり、エアフイルターへの塵埃の再付着が無い
ので、塵埃除去性能が向上する。
【００３５】
　第９の発明は、特に、第１～８のいずれか一つの発明のダストケースの内壁に、摺動性
に優れた材料をコーティングしたもので、ダストケース内での塵埃の移動がスムーズにな
り、吸引ユニットを運転したときに、ダストケース内の塵埃を確実に塵埃回収ユニットに
移動させることが出来る。
【００３６】
　第１０の発明は、特に、第１～９のいずれか一つの発明の除塵体の先端を、回転清掃体
に食い込むように櫛刃状に形成して、前記回転清掃体より塵埃を除去するようにし、吸引
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ユニットを動作させる際に、前記回転清掃体を逆転させるようにしたもので、回転清掃体
を一方向に回転させながらエアフイルターを清掃している間に、塵埃の一部が除塵体の櫛
刃状の先端に圧縮堆積するが、回転清掃体を逆転させることにより、その圧縮堆積した塵
埃が開放されて、塵埃の塵埃回収ユニットへの移動が容易になる。
【００３７】
　第１１の発明は、特に、第１～１０のいずれか一つの発明のフイルターとして使い捨て
の紙パックを用いたもので、塵埃廃棄がさらに容易になると共に、塵埃回収ユニット内が
塵埃で汚れることが無いのでメンテナンスが容易になる。
【００３８】
　第１２の発明は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含まれる
塵埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～１１のいずれか1項に記載の空気調和機用
清掃装置を備えたもので、塵埃掻き取り性能に優れ、小型、低騒音で、しかもメンテナン
スが容易な空気調和機用清掃装置を用いることにより、エアフイルターを常にきれいに保
つことが出来るので、空調性能に優れ、しかもメンテナンスの容易な空気調和機を提供す
ることが出来る
【００３９】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施例
によって本発明が限定されるものではない。
【００４０】
　（実施例１）
　本発明の第１の実施例における空気調和機用清掃装置およびそれを搭載した空気調和機
について図１～６を用いて説明する。
【００４１】
　図１は、本実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室内機の前面
パネルを取り外した状態を示す斜視図、図2は、同空気調和機の室内機の断面図、図３は
、同空気調和機用清掃装置の塵埃除去ユニット、塵埃回収ユニット及び吸引ユニットの断
面図である。
【００４２】
　図１～３において、本実施例における空気調和機用清掃装置３５を搭載した空気調和機
の室内機２５の前面には、室内の空気を取り入れるための吸込口２６ａを有する前面パネ
ル２６が設けられ、前面パネル２６の下流側に、流入する空気に含まれる塵埃を捕捉する
エアーフィルター２７、取り入れられた室内の空気を熱交換する熱交換器２８、ファン２
９が順に配され、ファン２９を運転すると、室内の空気が、吸込口２６ａから吸引され、
熱交換器２３で熱交換された後、吹出口３０から室内に吹き出されるようになっている。
【００４３】
　空気調和機用清掃装置３５は、図示しない第1の駆動手段で、エアーフィルター２７の
上流側表面に沿って上下に移動して、エアーフィルター２７の表面に付着した塵埃を除去
する塵埃除去ユニット３６と、室内機２５に着脱自在に係止され、塵埃除去ユニット３６
で除去された塵埃を回収する塵埃回収ユニット３７と、室内機２５に取着され吸引風を発
生させる吸引ユニット３８から構成されている。
【００４４】
　塵埃除去ユニット３６は、室内機２５に対して着脱自在に構成されており、エアーフィ
ルター２７の表面に付着した塵埃を掻き取る回転清掃体４０と、回転清掃体４０及び回転
清掃体４０で掻き取られた塵埃を収納する収納室４１ｆを有するダストケース４１と、図
示しないモータとそのモータの回転数を減速する減速手段からなり回転清掃体４０を回転
駆動する第２の駆動手段４２と、回転清掃体４０に付着した塵埃を除去する除塵体４３を
備えている。
【００４５】
　ダストケース４１は、エアーフィルター２７側に位置する右ケース４１ａと、右ケース
４１ａに取着された左ケース４１ｂの２部品からなり、塵埃回収ユニット３７側端部には
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塵埃排出用の排出口４１ｃが設けられている。又、エアーフィルター２７に対向する右ケ
ース４１ａには、回転清掃体４０が臨む横長の開口部４１ｄが設けられている。４１ｅは
、室内機２５に設けたガイド溝３２に嵌合するガイド突起で、塵埃除去ユニット３６が、
エアーフィルター２７の表面に沿って上下に移動する際に、外れることがないようにする
ためのものである。
【００４６】
　なお、本実施例では、ダストケース４１の内壁に、フッ素樹脂などの摺動性に優れた材
料をコーティングして、ダストケース４１内の塵埃の移動がスムーズになるようにしてい
る。
【００４７】
　４４は、ダストケース４１に設けた排出口４１ｃを開閉する蓋体で、ダストケース４１
の塵埃回収ユニット３７側の端面に上下方向に摺動自在に設けられと共に、図示しない付
勢手段で、下方向に（排出口４１ｃを閉じる方向）付勢されている。蓋体４４の上端には
、ダストケース４１の上端に当接して、蓋体４４の下方への移動規制を行なう突起４４ａ
が設けられている。
【００４８】
　次に、回転清掃体４０の詳細について、図4を用いて説明する。
【００４９】
　図４（ａ）は、回転清掃体４０の斜視図、（ｂ）は、同回転清掃体の製法を示す図、（
ｃ）は、同回転清掃体４０の断面図である。
【００５０】
　図４において、回転清掃体４０は、棒状で金属材料からなる軸体５１と、軸体５１の外
周に螺旋状に巻き付けられると共に、基布５２ａと、基布５２ａに植毛されたブラシ部５
２ｂからなる起毛布５２と、軸体５１の第２の駆動手段４２側端部に固着され、第２の駆
動手段４２の駆動軸４２ａの先端に着脱自在に嵌合するカップリング５３と、軸体５１の
反対側端部に設けられ軸体５１を回転自在に保持すると共に、ダストケース４１の側壁に
装着される軸受け体５４から構成されている。
【００５１】
　本実施例では、軸体５１に巻きつけられた起毛布５２の全幅寸法（有効清掃幅寸法Ｌ）
を５００ｍｍ以上としている。また、本実施例では、図４（ｃ）に示すように、ブラシ部
５２ｂを形成するパイル５２ｃが略放射状になるようにしているが、図（ｄ）に示すよう
に、パイル５２ｃを、回転清掃体４０が回転する方向（矢印方向）に傾けるようにしても
よい。このようにすれば、パイル５２ｃの先端でエアーフィルター２７の網目に入り込ん
だ塵埃をほじくるような作用をするため、塵埃除去性能が向上する。
【００５２】
　本実施例では、さらに、ブラシ状の起毛布５２に、フッ素樹脂などの摺動性に優れた材
料をコーティングして、起毛布５２から塵埃が容易に離れるようにしている。
【００５３】
　なお、本実施例では、上述のように、軸体５１を１本の棒状部材で形成しているが、複
数本に分割して、それらを螺子嵌合や、圧入等で繋ぐようにしても良い。そのようにすれ
ば、軸体５１の運搬が容易で、しかも梱包形態も簡素化される。
【００５４】
　また、軸体５１を、パイプのような中空の部材で形成すれば、軸体５１の質量が低減し
、回転清掃体４０、ひいては、空気調和機用清掃装置３５の軽量化を図ることが出来る。
【００５５】
　次に、除塵体４３の詳細について、図5を用いて説明する。
【００５６】
　図５（ａ）は、除塵体４３の斜視図、（ｂ）は、除塵体４３と回転清掃体４０との関係
を示す斜視図である。
【００５７】
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　図５において、除塵体４３は、金属板から形成され、先端が、回転清掃体４０の起毛布
５２に食い込むように櫛刃状に形成され、他側には、ダストケース４１内にねじ等（図示
せず）で固着するためのネジ穴４３ａが設けられている。
【００５８】
　図３に戻って、塵埃回収ユニット３７の外郭は、箱部３７ａと、箱部３７ａに取着自在
の蓋部３７ｂから構成され、上流側に位置する蓋部３７ｂには、吸気口３７ｃが設けられ
、下流側に位置する箱部３７ａには、格子状の排出口３７ｄがそれぞれ設けられている。
吸気口３７ｃには、ゴムなどの弾性部材からなり、塵埃回収ユニット３７内に吸引力が作
用しない間吸気口３７ｃを閉鎖する逆止弁５７が設けられ、排出口３７ｄは、フィルター
５８で覆われている。
【００５９】
　吸引ユニット３８の前面には、格子状の開口３８ａが、後面には排気口３８ｂがそれぞ
れ設けられ、内部には、吸引風を発生させると共にその吸引側が開口３８ａと連通する電
動送風機５９が配されている。電動送風機５９は、吸引ユニット３８の内壁に弾性材料か
らなる支持部材６０を介して支持されている。又、塵埃回収ユニット３７が室内機２５の
所定の位置に装着されたときは、塵埃回収ユニット３７の排出口３７ｄと吸引ユニット３
８の開口３８ａが連通するようになっている。
【００６０】
　以上のように構成された本実施例における空気調和機用清掃装置３５及びそれを搭載し
た空気調和機の室内機２５の動作、作用は以下の通りである。
【００６１】
　通常、塵埃除去ユニット３６は、図１に示すように、室内機２５の下端に位置すると共
に、塵埃除去ユニット３６と、塵埃回収ユニット３７と、吸引ユニット３８は略一直線上
に並んでいる。
【００６２】
　室内機２５を例えば、冷房運転すると、ファン２９の運転により室内の空気が、前面パ
ネル２６に設けた吸込口２６ａから流入し、エアフィルター２７を通って熱交換器２８に
至り、そこで冷却され、冷たい空気が吹出口３０から室内に吹き出される。吸込口２６ａ
から吸引される室内の空気に含まれた塵埃は、エアフィルター２７で捕獲され、そのエア
フィルター２７の表面に次第に堆積していく。エアフィルター２７の表面に塵埃が堆積し
てくると、空気の通気圧損が増加し、熱交換器２８での熱交換効率が低下してくるので、
定期的に或いは、必要に応じて、エアフィルター２７に堆積した塵埃の除去運転が必要と
なる。
【００６３】
　そこで、本実施例では、塵埃の除去運転を開始すると、塵埃除去ユニット３６に内蔵さ
れた第２の駆動手段４２が駆動して回転清掃体４０が回転する（図２中で、矢印Ａ方向に
回転させる）。この状態で、第１の駆動手段（図示せず）を動作させて、塵埃除去ユニッ
ト３６をエアフィルター２７の上流側表面に沿って上昇させると、その間に、回転する回
転清掃体４０の起毛布５２の先端で、エアフィルター２７の表面に付着した塵埃が掻き落
とされ、ダストケース４１内に堆積していく。
【００６４】
　エアーフィルター２７の表面から塵埃を掻き取った時に、一部の塵埃が回転清掃体４０
の起毛布５２に付着しても、除塵体４３により、起毛布５２が梳かれるので、起毛布５２
を常にきれいにしておき、塵埃のエアーフィルター２７への再付着を防止することができ
る。
【００６５】
　塵埃除去ユニット３６が、エアフィルター２７上で移動している間は、付勢手段（図示
せず）で下方に付勢された蓋体４４により、ダストケース４１に設けた排出口４１ｃが閉
じられているので、ダストケース４１内に堆積した塵埃が外に洩れ出ることが無い。
【００６６】
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　そして、塵埃除去ユニット３６が、エアフィルター２７の上端に達したら、第１の駆動
手段を逆転させて、塵埃除去ユニット３６を下方に移動させる。
【００６７】
　塵埃除去ユニット３６が、図６（ａ）に示す位置まで下りてくると、蓋体４４の下端が
塵埃回収ユニット３７の上端に当接し、図６（ｂ）に示すように、塵埃除去ユニット３６
がさらに下がってくると、付勢手段の付勢力に抗して、蓋体４４が、上昇し、最終的には
、図６（ｃ）に示すように、蓋体４４が排出口４１ｃを全開し、塵埃回収ユニット３７の
吸気口３７ｃと、塵埃除去ユニット３６の排出口４１ｃが連通する。
【００６８】
　ここで、吸引ユニット３８を運転すると、電動送風機５９の吸引力により、逆止弁５７
が開き、外気が、塵埃除去ユニット３６に設けた開口部４１ｄより流入し、その外気と共
にダストケース４１内の塵埃が、排出口４１ｃ、吸気口３７ｃを通って、塵埃回収ユニッ
ト３７に移送される。塵埃回収ユニット３７には、フィルター５８が設けられているので
、そこで塵埃が捕獲され、きれいになった空気は、塵埃回収ユニット３７の排出口３７ｄ
、吸引ユニット３８の開口３８ａを通って、電動送風機５９を冷却した後、後壁に設けた
排気口３８ｂより外部に排出される。
【００６９】
　そして、塵埃回収ユニット３７の前面に設けた取っ手３７ｅ(図１参照)をつまんで、塵
埃回収ユニット３７を室内機２５から外し、ゴミ箱などの上で、塵埃回収ユニット３７の
蓋部３７ｂを外せば、中の塵埃を簡単に捨てることが出来る。塵埃を捨て終わったら、塵
埃回収ユニット３７の元の場所に装着しておく。
【００７０】
　以上のように、本実施例によれば、空気調和機のエアフイルター２７に付着した塵埃は
、回転清掃体４０で確実に掻き取られながら、塵埃除去ユニット３６のダストケース４１
内に堆積していくと共に、その塵埃除去ユニット３６が所定の位置まで、本実施例では、
最下端まで移動したときに、吸引ユニット３８を動作させることにより、ダストケース４
１内に堆積した塵埃が、吸引風により瞬時に塵埃回収ユニット３７内に移動し、その塵埃
回収ユニット３７を取り外して塵埃を周囲に撒き散らすことなくしかも簡単に廃棄するこ
とが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生的である。
【００７１】
　また、万一回転清掃体４０に塵埃が付着したままになっても、除塵体４３によりそれが
除去されるので、回転清掃体４０に付着した塵埃がエアフイルター２７に再付着すること
が無く、優れた塵埃除去性能を発揮することが出来る。さらに、吸引ユニット３８は、ダ
ストケース４１内の塵埃を塵埃回収ユニット３７に移動させるときだけ運転するので、全
体的に騒音を低減することができる。さらに、塵埃除去ユニット３６で数回エアフイルタ
ー２７を清掃し、塵埃回収ユニット３７に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するように
すれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さらに使用勝手が向上するものである。
【００７２】
　また、塵埃回収ユニット３７を着脱自在に設けているので、塵埃回収ユニット３７内の
塵埃の廃棄作業が一層容易になるものである。
【００７３】
　なお、上記実施例では、塵埃回収ユニット３７を室内機２５に対し着脱自在としたが、
吸引ユニット３８に適当な係止部を設けて、吸引ユニット３８に対し着脱自在に取り付け
るようにしてもよい。
【００７４】
　また、塵埃除去ユニット３６を、室内機２５に着脱自在に設けたので、ダストケース４
１内や、回転清掃体４０、除塵体４３の清掃などのメンテナンスが非常に容易になるもの
である。
【００７５】
　さらに、回転清掃体４０を、棒状の軸体５１と、前記軸体５１の表面に設けたブラシ状
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の起毛布５２で構成したので、エアフイルター２７に付着した塵埃を確実に掻き取ること
ができ、塵埃除去性能が向上する。
【００７６】
　また、回転清掃体４０のブラシ状部材を、軸体５１に螺旋状に巻き付けた起毛布５２で
形成したので、回転清掃体４０の製造が容易になり、空気調和機用清掃装置３５を安価に
形成することが出来る。
【００７７】
　また、ブラシ状部材である起毛布５２を形成するパイル６２ｃに、摺動性に優れたフッ
素樹脂、シリコン樹脂などをコーティングしたことにより、起毛布５２から塵埃が容易に
離れるようになり、エアフイルター２７への塵埃の再付着がさらに発生し難くなり、塵埃
除去性能が向上するものである。
【００７８】
　また、ダストケース４１の内壁にも、フッ素樹脂、シリコン樹脂などの摺動性に優れた
材料をコーティングしているので、ダストケース４１内での塵埃の移動がスムーズになり
、吸引ユニット３８を運転したときに、ダストケース４１内の塵埃を確実に塵埃回収ユニ
ット３７に移動させることが出来る。
【００７９】
　また、除塵体４３の先端を、回転清掃体４０に食い込むように櫛刃状に形成しているの
で、起毛布５２に付着した塵埃が容易に取れ、エアフイルター２７への塵埃の再付着を確
実に防止することができる。
【００８０】
　又、軸体５１に巻きつけられた起毛布５２の全幅寸法（有効清掃幅寸法）を５００ｍｍ
以上としたことにより、空気調和機の室内機２５に内設された幅の広いエアフイルター２
７の全幅に渡って、起毛布５２が当たるようになり、回転清掃体４０を超低速（例えば、
１０ＲＰＭ程度）で回転させても十分均一にエアフイルター２７を清掃することができ、
しかも回転清掃体４０の回転時の騒音を低減することができる。
【００８１】
　なお、回転清掃体４０を、常に一方向に回転させてエアフイルター２７を清掃している
と、塵埃の一部が除塵体４３の櫛刃状の先端に次第に圧縮堆積していくことがある。そこ
で、吸引ユニット３８を動作させる都度、回転清掃体４０を逆転させるようにすれば、そ
の圧縮堆積した塵埃が開放されて、塵埃をより確実に塵埃回収ユニット３７へ移動させる
ことができる。
【００８２】
　なお、特に図示しないが、塵埃回収ユニット３７内に配したフイルター５８の代わりに
、一般に市販されている電気掃除機用の使い捨ての紙パック（図示せず）を使用しても良
い。この場合は、紙パックの口芯（図示せず）が、塵埃回収ユニット３７に設けた吸気口
３７ｃに空気洩れしないように取り付けられる構成にする必要があるが、それは、従来よ
り一般に電気掃除機に採用された技術を用いれば、容易に構成することが出来るものであ
る。
【００８３】
　以上のように、塵埃回収ユニット３７に使い捨ての紙パックを用いるようにすると、塵
埃廃棄時に細塵が舞い上がることも無く、塵埃廃棄がさらに容易になると共に、塵埃回収
ユニット３７内が塵埃で汚れることも無いので、衛生的で、メンテナンスも一層容易にな
るものである。
【００８４】
　なお、上記実施例では、吸引ユニット３８を別部品とし、室内機２５に取り付けるよう
にしたが、吸引ユニット３８を室内機２５の一部に一体的に形成するようにしても良い。
具体的には、室内機２５の一部に電動送風機５９を収納する電動送風機室（図示せず）を
形成し、電動送風機室と、塵埃回収ユニット３７が連通するようにすれば良い。
【００８５】
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　なお、上記実施例では、起毛布５２を軸体５１に密に巻きつけて形成したが、図７に示
すように、起毛布５２を軸体５１の外周に螺旋状に巻きつける際に、間をおいて巻きつけ
て、隣り合う起毛布５２間の空隙５２ｄが螺旋状に形成されるようにすれば、例えば、回
転清掃体４０を矢印方向に回転させると、エアーフィルター２７から掻き落とされた塵埃
が螺旋状に形成された空隙５２ｄにより、右方向（白抜き矢印方向）、すなわち塵埃回収
ユニット３７側に移動させることが出来、塵埃の回収がより確実に行なわれるようになる
。
【００８６】
　（実施例２）
　図８は、本発明の第２の実施例における空気調和機用清掃装置の要部断面図である。な
お、上記第１の実施例と同一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００８７】
　本実施例は、図８（ａ）に示すように、空気調和機用清掃装置３５の塵埃除去ユニット
３６がその移動範囲で最も下端に達したときに、すなわち、塵埃除去ユニット３６の排出
口４１ｃと塵埃回収ユニット３７の吸気口３７ｃと連通する位置にあるとき、塵埃除去ユ
ニット３６の開口部４１ｄを閉鎖する閉鎖板６５を、室内機２５に取り付けられたエアー
フィルター２７の下方に配置したもので、他の構成は、上記第１の実施例と同一である。
【００８８】
　上記構成により、塵埃回収ユニット３７が下端まで降りてきた時点で、吸引ユニット３
８を動作させると、回転清掃体４０を臨ませるために広く開口した開口部４１ｄが閉鎖板
６５で閉鎖されているので、内部の負圧が高まり、吸引力が強くなるので、各部の隙間な
どから流入する外気で一気に塵埃を塵埃回収ユニット３７に移送させる事が出来る。
【００８９】
　なお、吸引時に、各部の隙間などから外気を得る代わりに、図８（ｂ）に示すように、
塵埃除去ユニット３６のダストケース４１の回転清掃体４０を収納する収納室４１ｆの、
排出口４１ｃと反対側の内壁に外気を取り入れるための取り入れ口４１ｇを設けるように
してもよい。６６は、弾性材からなり、それ自身の弾性力で取り入れ口４１ｇを閉じる弁
体で、塵埃が外部に漏れるのを防止するためのものである。
【００９０】
　本実施例では、さらに、取り入れ口４１ｇと外気と連通させるために、第２の駆動手段
４２を収納する第２の収納室４１ｈの一部に第２の取り入れ口４１ｋを設けている。
【００９１】
　上記構成により、吸引ユニット３８を動作させると、それによる吸引力が、弁体６６に
作用し、弁体６６の弾性力に抗して、弁体６６が変形し、取り入れ口４１ｇが開き、第２
の取り入れ口４１ｋを経て、外気が取り入れ口４１ｇから勢い良く流入し、ダストケース
４１内の塵埃が、排出口４１ｃに向けて吹き寄せられ、確実に塵埃回収ユニット３７内に
移送させることが出来る。
【００９２】
　（実施例３）
　図９（ａ）は、本発明の第３の実施例における空気調和機用清掃装置の塵埃除去ユニッ
トの正面図、図（ｂ）は、図（ａ）のＡ－Ａ断面図である。なお、上記第１の実施例と同
一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。本実施例は、塵埃除去ユニッ
ト内に、塵埃を掻き出す塵埃掻き出し手段を設けたものである。
【００９３】
　以下、図９に基づき、その具体例について説明する。
【００９４】
　６７は、ダストケース４１内の塵埃を、塵埃回収ユニット３７側に掻き出すための塵埃
掻き出し手段である掻き出し板で、その一部には、ダストケース４１の長手方向に設けた
スリット６８から突出する軸６７ａが設けられ、その軸６７ａに操作用のつまみ６９が取
り付けられている。６４は、塵埃除去ユニット３６の内壁と掻き出し板６７との間に配さ
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れると共に、軸６７ａが貫通するリップで、スリット６８から内部の塵埃が洩れたり或い
は、吸引ユニット３８の動作時に外部の塵埃や空気が侵入するのを防止するためのもので
ある。
【００９５】
　上記構成により、塵埃除去ユニット３６内の塵埃が湿気などで固まったりして吸引ユニ
ット３８による吸引力だけでは塵埃の移動が困難な場合、外部よりつまみ６９を操作して
、予め掻き出し板６７で塵埃を吸引ユニット３８側に掻き出しておくか、或いは、吸引ユ
ニット３８の動作時に掻き出すようにすれば、あとは、吸引ユニット３８による吸引力で
確実に塵埃を、塵埃回収ユニット３７に移送させることができるものである。このように
することにより、吸引ユニット３８に内蔵された電動送風機５９の吸引力が少なくて済む
ので、その分電動送風機５９の小型化が図れるというメリットもある。
【００９６】
　なお、上記実施例では、掻き出し板６７を手動で移動させるようにしたが、図示しない
ベルトやワイヤー或いは、長いネジなどをモータなどで移動或いは駆動して、掻き出し板
６７を移動させるようにしても良い。特に、空気調和機は、高所に設置されているので、
上記モータをリモコンでも操作できるようにすれば、さらに使用勝手が向上することは言
うまでも無い。
【００９７】
　（実施例４）
　図１０は、本発明の第４の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機
の室内機の斜視図（前面パネルを外した状態）、図１１は、同空気調和機用清掃装置の断
面図である。なお、上記第１の実施例と同一部分については、同一符号を付してその説明
を省略する。
【００９８】
　上記第１～３の実施の形態では、空気調和機用清掃装置３５で空気調和機のエアフイル
ター２７の清掃を行なうときは、塵埃除去ユニット３６のみをエアフイルター２７に沿っ
て上下に移動させるようにしたが、本実施例では、図１０、１１に示すように、塵埃回収
ユニット３７を、塵埃除去ユニット３６に着脱自在に装着し、エアフイルター２７を清掃
するときに、塵埃除去ユニット３６と塵埃回収ユニット３７の両方を一緒にした状態（図
１１（ａ）に示す状態）で、第１の駆動手段でエアフイルター２７の表面に沿って上下に
移動させるようにすると共に、塵埃除去ユニット３６と塵埃回収ユニット３７の両方が、
それらの移動範囲で最下端に達したときに、図１１（ｂ）に示すように、塵埃回収ユニッ
ト３７の排出口３７ｄが吸引ユニット３８の開口３８ａと連通するようにしたものである
。
【００９９】
　なお、塵埃除去ユニット３６、塵埃回収ユニット３７、吸引ユニット３８それぞれの作
用は、上記第１の実施の形態と同一なので省略する。
【０１００】
　この実施例では、塵埃除去ユニット３６の排出口４１ｃは、塵埃回収ユニット３７で覆
われており、排出口４１ｃから外部に塵埃が漏れることが無いので、第１の実施例で述べ
た蓋体４４及びそれを付勢する付勢手段が不要になり、構成が簡略化されるというメリッ
トがある。
【０１０１】
　（実施例５）
　図１２（ａ）は、本発明の第５の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気
調和機の室内機の斜視図（前面パネルを外した状態）、（ｂ）は、同空気調和機用清掃装
置の吸引通路ユニット、塵埃回収ユニット、吸引ユニットの断面図、（ｃ）は、同空気調
和機用清掃装置の塵埃除去ユニットの断面図（清掃時）、（ｄ）は、同塵埃除去ユニット
と吸引通路ユニットの断面図（吸引時）である。なお、上記第１の実施例と同一部分につ
いては、同一符号を付してその説明を省略する。
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【０１０２】
　図１２において、本実施例における空気調和機用清掃装置７０は、図示しない第1の駆
動手段で、室内機２５のエアーフィルター２７の上流側表面に沿って上下に移動して、エ
アーフィルター２７の表面に付着した塵埃を除去する塵埃除去ユニット７２と、室内機２
５に取着された吸引通路ユニット７３と、室内機２５に着脱自在に取着されると共に塵埃
除去ユニット７２で除去された塵埃を回収する塵埃回収ユニット３７と、室内機２５に取
着され吸引風を発生させる吸引ユニット３８から構成されている。なお、塵埃回収ユニッ
ト３７、吸引ユニット３８は、上記第１の実施例で述べたものと同一なので、その説明は
省略する。
【０１０３】
　塵埃除去ユニット７２は、室内機２５に対して着脱自在に構成されており、エアーフィ
ルター２７の表面に付着した塵埃を掻き取る回転清掃体４０と、回転清掃体４０及び回転
清掃体４０で掻き取られたる塵埃を収納するダストケース７４と、図示しないモータとそ
のモータの回転数を減速する減速手段からなり回転清掃体４０を回転駆動する第２の駆動
手段４２と、回転清掃体４０に付着した塵埃を除去する除塵体４３を備えている。
【０１０４】
　ダストケース７４の底は開口しており、その開口した底には、図示しない第２の付勢手
段で常時閉じる方向に付勢された一対の開閉板７５が、ダストケース７４の長手方向に沿
って開閉自在に設けられている。
【０１０５】
　又、ダストケース７４のエアーフィルター２７に対向する面には、回転清掃体４０が臨
む横長の開口部７４ａが設けられている。ダストケース７４の他の構成は、上記実施例に
おけるダストケース４１と同一である。
【０１０６】
　吸引通路ユニット７３の上面は、ダストケース７４の開口した底部と略同一形状で開口
しており、さらに、塵埃回収ユニット３７側の側面には、塵埃回収ユニット３７の吸気口
３７ｃと連通する塵埃排出用の排出口７３ａが設けられている。
【０１０７】
　以上のように構成された本実施例における空気調和機用清掃装置７０の動作、作用は以
下の通りである。
【０１０８】
　通常、塵埃除去ユニット７２は、図１２に示すように、室内機２５の下端に配した吸引
通路ユニット７３に載置しており、又、吸引通路ユニット７３と、塵埃回収ユニット３７
と、吸引ユニット３８は略一直線上に並んでいる。
【０１０９】
　そして、エアフィルター２７の清掃を行なうために、本実施例における空気調和機用清
掃装置７０を動作させると、塵埃除去ユニット７２に内蔵された第２の駆動手段４２が駆
動して回転清掃体４０が回転する。この状態で、第１の駆動手段（図示せず）が動作して
、塵埃除去ユニット７２がエアフィルター２７の上流側表面に沿って上昇していく。その
間に、回転する回転清掃体４０で、エアフィルター２７の表面に付着した塵埃が掻き落と
され、ダストケース７４内に堆積していく。
【０１１０】
　エアーフィルター２７の表面から塵埃を掻き取った時に、一部の塵埃が回転清掃体４０
の起毛布５２に付着しても、除塵体４３により、起毛布５２が梳かれるので、起毛布５２
を常にきれいにしておき、塵埃のエアーフィルター２７への再付着を防止することができ
る。
【０１１１】
　そして、塵埃除去ユニット７２が、エアフィルター２７の上端に達したら、第１の駆動
手段を逆転させて、塵埃除去ユニット７２を下方に移動させる。
【０１１２】
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　塵埃除去ユニット７２が、下りてきて、図１２（ｄ）に示すように、そのダストケース
７４の下端が、吸引通路ユニット７３の上端に当接すると、一対の開閉板７５が、図示し
ない第３の駆動手段により下方に向かって開き、ダストケース７４内に堆積していた塵埃
が、吸引通路７３内に落下する。ここで、吸引ユニット３８が動作して、電動送風機５９
の吸引力により、外気が、塵埃除去ユニット７２に設けた開口部７４ａより流入し、その
外気と共に吸引通路ユニット７３内の塵埃が、排出口７３ａ、吸気口３７ｃを通って、塵
埃回収ユニット３７に移送される。
【０１１３】
　そして、塵埃回収ユニット３７の前面に設けた取っ手３７ｅをつまんで、塵埃回収ユニ
ット３７を室内機２５から外し、ゴミ箱などの上で、塵埃回収ユニット３７の蓋部３７ｂ
を外せば、中の塵埃を簡単に捨てることが出来る。塵埃を捨て終わったら、塵埃回収ユニ
ット３７の元の場所に装着しておく。
【０１１４】
　以上のように、本実施例によれば、エアフイルター２７に付着した塵埃は、回転清掃体
４０で確実に掻き取られながらダストケース７４内に堆積していくと共に、塵埃除去ユニ
ット７２が所定の位置まで降りてきたときに、吸引ユニット３８を動作させると、ダスト
ケース７４内に堆積した塵埃が、吸引通路ユニット７３を経て、瞬時に塵埃回収ユニット
３７内に移動し、その塵埃回収ユニット３７を取り外すことにより、塵埃を周囲に撒き散
らすことなくしかも簡単に廃棄することが出来るので、メンテナンスが容易でしかも衛生
的である。また、除塵体４３により回転清掃体４０に付着した塵埃が除去されるので、回
転清掃体４０に付着した塵埃がエアフイルター２７に再付着することが無く、優れた塵埃
除去性能を発揮することが出来る。
【０１１５】
　又、吸引ユニット３８は、ダストケース７４内の塵埃を吸引通路ユニット７３を介して
塵埃回収ユニット３７に移動させるときだけ運転されるので、全体的に騒音を低減するこ
とができる。さらに、塵埃回収ユニット３７に塵埃が十分堆積した後、塵埃を廃棄するよ
うにすれば、塵埃の廃棄頻度が減って、さらに使用勝手が向上するものである。
【０１１６】
　なお、上記実施例では、一対の開閉板７５を第３の駆動手段で下方に向かって開くよう
にしたが、吸引ユニット３８による吸引風で開くようにしてもよい。
【０１１７】
　或いは、吸引通路ユニット７３の両側の上端に図示しない突起を設け、塵埃除去ユニッ
ト７２が降りてきて、それが吸引通路ユニット７３に当接する際に、第２の付勢手段によ
る付勢力に抗して、上記突起で一対の開閉板７５を下方側に回動させて、開閉板７５を開
けるようにしても良い。このようにすれば、手間がかからず、余分な第３の駆動手段も不
要となり、安価で、使用勝手の良い空気調和機用清掃装置を提供できる。
【０１１８】
　また、特に図示しないが、上記各実施例におけるダストケース４１、７４のそれぞれの
一方の側壁上部に発光素子を、他方の側壁の上部に前記発光素子からの光を受けて信号を
発する受光素子を設け、ダストケース４１、７４内の塵埃が堆積してきて、発光素子から
の光が遮られることによる受光素子の出力変化から塵埃の量を検知し、その結果に基づき
、表示ランプを点灯させたり、ブザーなどによる音で報知するようにすれば、使用者は、
高所のある空気調和機に装着された塵埃回収ユニットをいちいち外さなくても、容易に塵
埃の廃棄時期を知ることが出来る。
【０１１９】
　なお、ダストケース４１、７４を透明な材料で形成し、発光素子、受光素子のいずれも
空気調和機側に設置し、ダストケース４１、７４を、上記発光素子と受光素子との間に位
置させるようにすれば、構成を簡素化しながら同様の効果が得られることは言うまでも無
い。
【０１２０】



(17) JP 4781956 B2 2011.9.28

10

20

30

40

50

　又、空気調和機の室内機２５に、塵埃掻き取り性能に優れ、小型、低騒音で、しかもメ
ンテナンスが容易な上記空気調和機用清掃装置３５、７０を用いることにより、エアフイ
ルター２７を常にきれいに保つことが出来るので、空調性能に優れ、しかもメンテナンス
の容易な空気調和機を提供することが出来る。
【産業上の利用可能性】
【０１２１】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機用清掃装置は、塵埃掻き取り性能に優れ、小
型、低騒音で、しかも衛生的で、また、塵埃の廃棄、メンテナンスが容易なもので、家庭
用、業務用の各種空気調和機は勿論、空気清浄機、換気装置などエアフィルターを有する
各種機器に適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本発明の第１の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室
内機の前面パネルを取り外した状態を示す斜視図
【図２】同空気調和機の室内機の断面図
【図３】（ａ）同空気調和機用清掃装置の塵埃除去ユニットの断面図、（ｂ）同空気調和
機用清掃装置の塵埃回収ユニットの断面図、（ｃ）同空気調和機用清掃装置の吸引ユニッ
トの断面図
【図４】（ａ）同空気調和機用清掃装置の回転清掃体の斜視図、（ｂ）同回転清掃体の製
法を示す図、（ｃ）同回転清掃体の断面図、（ｄ）回転清掃体の他の例を示す断面図
【図５】（ａ）同空気調和機用清掃装置の除塵体の斜視図、（ｂ）除塵体と回転清掃体と
の関係を示す斜視図
【図６】（ａ）～（ｃ）同塵埃除去ユニットと塵埃回収ユニットの位置関係の変化を示す
図
【図７】同空気調和機用清掃装置の回転清掃体の他の例を示す斜視図
【図８】（ａ）本発明の第２の実施例における空気調和機用清掃装置の要部断面図、（ｂ
）同空気調和機用清掃装置の他の例を示す要部断面図
【図９】（ａ）本発明の第３の実施例における空気調和機用清掃装置の塵埃除去ユニット
の正面図、（ｂ）図（ａ）のＡ－Ａ断面図
【図１０】本発明の第４の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の
室内機の斜視図（前面パネルを外した状態）
【図１１】（ａ）同空気調和機用清掃装置の塵埃除去ユニットと塵埃回収ユニットの断面
図（清掃時）、（ｂ）同空気調和機用清掃装置の断面図（吸引時）
【図１２】（ａ）本発明の第５の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調
和機の室内機の斜視図（前面パネルを外した状態）、（ｂ）同空気調和機用清掃装置の吸
引通路ユニット、塵埃回収ユニット、吸引ユニットの断面図、（ｃ）同空気調和機用清掃
装置の塵埃除去ユニットの断面図（清掃時）、（ｄ）同塵埃除去ユニットと吸引通路ユニ
ットの断面図（吸引時）
【図１３】従来の空気調和機用清掃装置の斜視図
【図１４】従来の他の空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室内機の断面図
【符号の説明】
【０１２３】
　２５　　室内機（空気調和機）
　２７　　エアフィルター
　２８　　熱交換器
　２９　　ファン
　３０　　吹出口
　３５、７０　空気調和機用清掃装置
　３６、７２　塵埃除去ユニット
　３７　　塵埃回収ユニット
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　３７ｃ　吸気口
　３７ｄ　排出口
　３８　　吸引ユニット
　４０　　回転清掃体
　４１、７４　ダストケース
　４３　　除塵体
　５１　　軸体
　５２　　起毛布（ブラシ状部）
　５８　　フィルター
　５９　　電動送風機
　６５　　閉鎖板
　６７　　移動板（塵埃移動手段）

【図１】

【図２】

【図３】
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